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目標

1．終末期ケアに着目し、ブロック内の訪問看護ステー
ションの受け入れ状況、医療ケア・看護ケアの現状把握
を行い、ブロック内のステーションの意識の向上を期待。

2．ACP関連の研修にスタッフとともに参加し、実際の利
用者との関りの場面で活用できる。



1.人生会議（ACP）支援実践人材育成研修（多職種対象）実施

• 5/24 富田林病院講堂

• 感想

• リアルに実体験でき、たくさんの気づきが
あった。

• 思いを表出してもらうことが大切、聞く姿
勢を学べた。

目標人数：50人
参加人数：41人

目標人数：50人
参加人数：28人

• 9/27 松原テラス（輝）

• 感想
• 聞きにくいことも、聞く力を養いたい。
• 早く結果をと思う気持ちが強く、思いを引
き出すことの難しさを再確認できた。



2.終末期ケアに着目し、4回の研修を実施 目標人数： 60名
参加人数： 49名

1回目 7/26（土）
〇在宅医の医師を講師「在宅で看取るため
に」をテーマに講義依頼。
〇「訪問看護ステーションの現状と今後の展
望」と題し、南河内ブロック内のステーション管
理者へ事前のアンケート調査の結果を伝えた。
〇グループディスカッション30分 意見交換
「こんな支援がしたい」という話しの中から
一番「いいね！」が多かった意見を発表とした。



グループディスカッション 【やりたいことが見えてきた】

•退院支援カンファレンスは全グループで重要性を実感
•本人と家族、双方の思いをくみ取る姿勢と関係構築が重要
•情報共有はリアルでもICTでも柔軟に行う必要あり
•緩和ケアの視点を在宅にも広げるため、医師・多職種連携を強化
•「在宅でも可能」と思ってもらえる支援体制と情報提供が鍵

アンケート結果



2回目 8/27（水）
〇緩和ケア認定看護師による講義
「目標をつなぐACP」

• 何のために治療を頑張るのか、、の確
認は大切だなと思いました。

• とても勉強になりました。その人それぞ
れの人生があり、考え方があるのだと
改めて認識しました。

目標人数： 35名
参加人数： 36名

興味の持てるもの
だった96.9％



3回目 10/22（水）
〇 「在宅終末期ケアにおける

作業療法士の関り」
当ステーションに勤務するOTより講義

• OTの終末期の関りは、知られているようで
知らないことが沢山。

• ２０１８年OTの異動時「身終末期のリハビの
介入」を聴き、私自身「何のために・・・」とい
う疑問がいっぱいだった。

• 2021年～当ステーションにおいて終末期の
介入を開始。

• 以後、終末期の50％の方にリハビリ介入し、
協同できている。

目標人数： 35名
参加人数： 49名



4回目12/24（水）
〇「浮腫に対する理学療法士の関り」
当ステーションに勤務するPTからの講義

• 先ほどのOTと同様、終末期ケアの対象者で、
浮腫のある方は多く、参加者の中にもセラピ
ストがおり効果的と評価した。

看護師

81%

セラピス

ト

19%

職種を教えてください

看護師

84%

セラピ

スト

16%

職種を教えてください

目標人数： 35名
参加人数： 39名

アンケートより
• 基礎から学び直すことができ、全体的に分かりやすい内容であった
• 包帯の巻き方、保湿、圧迫について、動画や症例提示が役立った
• 浮腫のある利用者が多く、今後のケアに活かしたい
• マッサージや圧迫について、スタッフ間で注意喚起・声かけを行いたい
• 浮腫への介入は看護師だけでなく、理学療法士・作業療法士も対応可
能であることを理解できた

• 今後は療法士とも連携しながら浮腫ケアを行いたい



研修事業全体を通しての学び

〇今回は、終末期ケアに着目し、医師・看護師・認定看
護師・作業療法士・理学療法士といろいろな職種から講
義内容検討頂き、すべての研修を対面式の集合研修で
行った。顔の見える環境で、休憩時間や研修前後の対話
など、集合研修ならではの効果があった。
〇アンケートの意見で、「今後の実践に活かせる」との意見
が多く、終末期ケアは訪問看護の仕事内容には必ず含ま
れる内容であり、新しい発見があったなど、うれしい意見が
多かった。



3.府民への相談事業

１１/２３（日）
藤井寺市民祭りに出店

〇府南支部の職能委員を担い、教育ステーション
事業や研修など広報の機会とした。
看護協会と協賛し大盛況だった。訪問看護協会よ
り、旗やテーブルマットもお借りし、訪問看護のア
ピールは効果的だった。
〇健康チェックには皆さん関心が高く、一時長蛇
の列になった。ACPについても少しですが話す機会
となった。



4.訪問看護体験研修事業

看護業務コース    9名
病院看護師2名
クリニック看護師1名
新設訪問看護職員3名
近隣病院 3名

管理業務コース 4名

クリニック看護管理者 1名
近隣ステーション管理者 3名

〇たくさんの質問事項を考えてこられ、聞きたいことを相談できる
機会になりとてもよかったという声が聞け、自分にとってもやりが
いのある体験となった。
〇地域によって、在宅医との連携方法など違うため、次年度は地域
別に新任の管理者が相談できるようブロック内で協力体制を整えた
いと考えている。



5.電話相談事業
・目標件数：17件/実件数：20件
・相談内容：

報酬関係11件
実務相談3件
指示書/記録関係6件

評価・課題
〇直接の電話の方が色々と内容確認はできるが、ど
うしても時間がとられるため、FAXの対応にした方が
落ち着いて内容確認することができると感じた。
4月初日に電話があったときは、相談する機会を
待っていたのかとも感じ、やはり身近で相談できる窓
口は必要と感じた。



6.コンサルテーション事業
電話サポート
目標回数：3回/実回数0回

サポート内容：管理者業務体験を受けた管理者から希望あ
り、母体病院との連携、スタッフ指導、マニュアル作りな
どの説明。

効果：コンサルテーションを実施することで、自事
業所の運営状況の振り返りや、指導マニュアルの
バージョンアップになった。

対面サポート
目標回数：0回/実回数1回



目標の評価・課題
1、多職種向けACP研修を成功させ、地域での定着を促進する。

評価：一部達成
参加目標の88％達成。参加者の自信向上が確認された一方で、地域定着には受講者拡大・実践の場・ファロー体制が
必要であることが分かった。今後は未受講者への働きかけや支援体制の整備を行う必要がある。

2、訪問看護師の質の向上のための研修実施

1．終末期ケアに着目し、ブロック内の訪問看護ステーションの受け入れ状況、医療ケア・
看護ケアの現状把握を行い、ブロック内のステーションの意識の向上を期待。

〇事前のアンケート調査を実施したときに、協力が少ないことに残念に感じた。ステーションで頑
張っていることを知ってもらう機会になればと考えたが、研修自体の集まりも少なく研修の開催のタイ
ミングなど課題は多い。

2．ACP関連の研修にスタッフとともに参加し、実際の利用者との関りの場面で活用できる。

〇自部署での評価としては、今年度看護研究を通しても、ACPについて現状と今後の課題について
取り組んでいる。終末期ケアの対応についても担当者を中心に本人の思い家族の思いを個別にとら
え、看護師としての対応をどうしていくか、実施、記録、発信ができるようになってきている。

全体：電話相談や訪問看護体験研修は新設のステーションや、医療機器を扱う機会が少
ないステーションにとっては体験する機会となり地域全体の訪問看護の質の向上につなが
ると感じた。しかし、計画的に実施していくことの難しさも感じた。もっと簡易に実践できるよう

な工夫を考えることが課題と感じた。



ご清聴
ありがとう
ございました
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